
● ゲストユーザーの機能制限

　歩行空間ネットワークデータ整備ツールは、ゲストユーザーで
のログイン時に、一部機能の利用を制限しています。
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ご利用いただけません。
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1. データ整備ツールの概要
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データ整備ツールは、国土地理院の地図を背景に、歩行空間ネットワークデータ及び施設データ
の入力を行うWebシステムです。
歩行空間ネットワークデータの図形（リンク・ノード）を入力の上、歩行経路上にあるバリア
（段差、縦断勾配など）及び施設のバリアフリー情報を入力します。※

機能 内容

データの新規
作成・更新

データ追加 図形と属性情報の入力

図形編集
「データ追加」機能で入力した図形の配
置修正、削除

属性編集
「データ追加」機能で入力した属性情報
の編集

データ閲覧 データ閲覧
「データ新規作成・更新」の結果（図
形・属性情報）の閲覧

エクスポート・
インポート

エクスポート
データ整備ツールで作成したデータのエ
クスポート（CSV、GeoJSON、
Shapefile形式）

インポート
別のツールで作成したデータのインポー
ト（CSV、GeoJSON、Shapefile形式）

■データ整備ツールの機能概要

データ新規作成・更新画面

データ閲覧

※歩行空間ネットワークデータの仕様については、国土交通省「歩行空間ネットワークデータ等整備仕様案
（2018年3月版）」（https://www.mlit.go.jp/common/001244374.pdf）を参照ください。
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2.1. データの新規作成・更新



2.1.1. データファイルの作成
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①

②

③

⑤

データ整備を行うためのデータファイルを作成します。

①　画面左上にある「NWデータ」を選択

②　「＋　新規作成」を選択

③　「データ名」を入力

※データ名の入力について
　データ名については、次のようにすること
　都道府県+市区町村（主な周辺設備名称）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（データ整備年度）
例：東京都千代田区（東京駅周辺）（2018年度整備）
例：神奈川県川崎市（川崎市役所周辺）（2020年度整備）
　　（整備年度は西暦入力で）
※編集中のデータ取扱について
　データ入力作業中で一時保存する場合は、
　データ名に作業中であることが分かるようにすること

例：【編集中】○○県○○市（○○市役所周辺）（○○年度
整備）

④　「追加」を選択

⑤　整備データを編集する基本画面（赤枠内）
　　※データの入力作業はこの画面上で行っていきます。

次ページ・データ入力作業へ⇒

④



2.1.2. データ追加
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　このページでは、地図上に点（ノード）と線（リンク）を地図上に入力する方法を説明する。

①　「+　データ追加」を選択
①

②

※②

②　入力したい箇所をタップして点と線を引いていく
　※データ追加モード時（点・線入力時）は地図を移動させる場合、
　　　「※②」の十字キーでないと地図が移動できない事に注意
　※点を入力していくと、入力した順に線が結合されていきます。

③

③　点・線の入力が完了したら、「確定する」を選択
　※最終点でダブルクリックしても確定になります

次ページ・情報項目入力作業へ⇒



2.1.2. データ追加（補足）
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■リンク1本の入力方法

①図形入力

①図形入力

1

2

1

2

3

4

リンクの端点(ノード）を入力します。
リンクは自動で入力されます。

リンクの端点(ノード）を必要数入力し
ます。リンクは自動で入力されます。

■連続する複数リンクの入力方法

②属性入力
リンクの属性情報を入力します。

②属性入力
リンクの属性情報を入力します。入力した
全てのリンクに同じ属性情報を付与します。

③入力完了

③入力完了

【属性情報を入力した場合の表示例】

【属性情報を未入力の場合の表示例】

【属性情報を入力した場合の表示例】

＊動く歩道、エスカレータなどは方向性を定めるべ
き区間ですが、リンクに対して先に追加したノー
ドが起点、後に追加したノードが終点となります。

属性情報が未
入力の場合、
赤色で表示し
ます。

属性情報が未
入力の場合、
赤色で表示し
ます。

「確定する」
ボタンをタップ

「確定する」
ボタンをタップ

＊ノードの属性情報は、ノードの
 入力メニューから入力します。

【属性情報を未入力の場合の表示例】



2.1.2. データ追加
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情報項目を入力したい箇所をタップすると、上図のように太線になる。
上図のように複数の点・線を選んで、一気に属性を変更することも可能

①

②

③

①　点（ノード）の情報項目を選択
　　※階層数については、屋外（地上）は「0」とする。歩道橋等については、「歩行
空間ネットワークデータ等整備仕様　P31」を参照
②　線（リンク）の情報項目を選択
　　※各項目の入力については、「歩行空間ネットワークデータ等整備仕様」を参照

③ノード・リンクの情報入力が終了したら、「確定する」を選択



2.1.2. データ追加（補足）
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■既入力ノードに連結して新しいリンクを入力する方法

①既入力ノードを選択
連結したいノードをタップします。

■既入力リンクを分割する方法

②連結の確認
既入力ノードと連結するかメッセージが
表示されます。OKボタンをタップしま
す。

③図形入力

続けて図形入力を行います。

①分割する位置の指定
リンクを分割したい位置をタップします。

②分割の確認
既入力リンクを指定した位置で分割する
か確認メッセージが表示されます。OK
ボタンをタップします。

③図形入力
続けて図形入力を行います。



2.1.2. データ追加（補足）
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■作成中のデータに他のデータを取り込む方法

①取り込むデータを選択
取り込みたいデータを選択し、タップし
ます。

②「取り込み」を選択
選択したデータのタブを開き、「取り込
み」をタップします。

④取り込み完了
作成中のデータに他のデータが取り込ま
れます。

選択されると緑色で表示

③「取り込み」の確認
編集中のデータセットに取り込むか確認
メッセージが表示されます。OKボタン
をタップします。

※他ユーザーアカウントが作成したネットワークデータは
取り込むことができません。



2.1.2. データ追加（補足）
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■編集中のデータに他のデータを取り込む方法

①取り込むデータを選択

取り込みたいデータを選択し、タップし
ます。
（編集中データは赤色、取り込むために
選択したデータは緑色で表示）

②「取り込み」を選択

選択したデータのタブを開き、「取り
込み」をタップします。

④取り込み完了

作成中のデータに他のデータが取り込ま
れます。
取り込んだ元データもそのまま残ってい
るので、削除するようにしてください。

③「取り込み」の確認
編集中のデータセットに取り込むか確認
メッセージが表示されます。OKボタンを
タップします。

※他ユーザーアカウントが作成したネットワークデータを取り込む
場合は、一度使用したいデータをエクスポートしてから、再度自
分のIDでインポートすることで利用することができます。

①

②

③



2.1.3. 図形修正
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「図形修正」は、既入力のノードの位置を移動することで、リンクの配置を変更します。不要なリ
ンクがある場合は、2回タップして削除します。

①「図形修正」をタップ ②図形の修正

②-1　ノードの移動 ②-2　リンクの削除

① 「図形修
正」ボタン
をタップ。

※移動は、図形の端、中間にある全てのノードについて可能です。

※

※入力データを保存する場合、別途「データ保存」操作を行う必要があります。

②-3　「確定する」ボ
　　　タンをタップし、
　　　「図形編集」操
　　　作を終了。

※

移動する
ノードを
タップ

タップしたノー
ドをドラッグす
ることで移動

削除する
リンクを2
回タップ

※ノード（点）は削除出来ないので、ノードを削除したい場合は
近くのある他のノードと結合させて下さい。



2.1.5. データ保存
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① 「データ保
存」ボタン
をタップ。

③ 「保存」ボタ
ンをタップし
保存終了。

データ追加、図形編集、属性編集をした後、「データ保存」をします。

② 必要事項を
入力。

「他のユーザの更新」にチェックを入れて保存すると、他のユーザでも保
存したデータについて編集ができるようになります。

※複数のユーザにより、同じデータについて編集し保存した場合、最後に
保存した内容が、最終のデータとしてデータベースに登録されます。複
数ユーザで編集を行う場合、ご注意ください。

! ゲストユーザーは本機能
をご利用いただけません



2.1.6. データ更新（再編集）
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② 緑で表示されているデー
タについて、「+」を
タップし下記のメニュー
を表示し、「更新」ボタ
ンをタップ。 ③ 「データ追加」、

「図形編集」、「属
性編集」を行う。

保存済みデータの更新（再編集）を行う場合、「トップ」画面から対象データを選択の上、更新の
ための操作を行います。

! ゲストユーザーは本機能
をご利用いただけません

① 「NWデータ」の「閲
覧表示」をタップ。
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2.2. データ閲覧



●短いリンクを選択する方法
　短いリンクは、選択しずらい場合が
あります。その時は、画面下部にある、
「リンク優先選択」にチェックを入れ
てから選択してください。

2.2.1. データ閲覧
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トップ画面で、既入力の図形（ノード、リンク）と属性情報を参照します。

① 属性情報を参照したいデータを選択。選
択すると緑色になり、図形も緑色になる。

橙色は、図上表示されているが属性情報
の参照は不可。灰色は、非表示。

② 属性情報を見たいリン
クまたはノードを選択。

③ 選択した図形の
属性情報を表示。

「地図」ボタンをタップすると、背景地図に国土地理院淡色地図を表示。
「空中写真」ボタンをタップすると、背景地図に空中写真を表示(画面上のスケールバー、上から1～4の縮尺時)。
「現在地」ボタンをタップすると、端末が捉えた現在地を地図上に表示。
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トップ画面で、既入力のリンク、ノードを属性情報別に色付け表示します。

2.2.2. 色付けによるデータ閲覧

② 緑で表示されているデー
タについて、「+」を
タップし下記のメニュー
を表示し、「色分け表
示」から任意の属性情報
を選択。

① 「NWデータ」の「閲
覧表示」をタップ。
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2.3. エクスポート、インポート



2.3.1. エクスポート
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データ整備ツールで作成した歩行空間ネットワークデータを、CSV、GeoJSON、Shapefileいずれ
かの形式でエクスポートします。

① 「NWDAP」をタップ。

② 「+」をタップし下記のメニューを表示
し、「エクスポート」ボタンをタップ。

③ 出力するフォーマット形式
を選択。

! ゲストユーザーは本機能
をご利用いただけません

「リンクのその他１～３を除外する」にチェックを入れてエクスポートす
ると、その他１～３を除いたデータがエクスポートされます。

※「その他１～３」を除いたデータをエクスポートした場合も、再度本シ
ステムにデータをインポートすることが可能です。



2.3.2. インポート
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CSV、GeoJSON、Shapefile形式のデータをデータ整備ツールにインポートします。

② インポートするデータの
フォーマットを選択し、
「ファイルを選択」をタップ。

③ 読込むファイルを設定し
て「読み込み」をタップ。

① 「NWデータ」の「インポートファイル」を選択 ②データ名の編集

④ 「データ名」に読込むファイ
ルのデータ名等を入力し、
「インポート」をタップ。

※インポートは、「データ形式」に記載してある定義に
   合わせて作成したデータを対象としています。

! ゲストユーザーは本機能
をご利用いただけません

① 「インポート」をタップ。
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3.1. データの新規作成・更新



3.1.1. データファイルの作成
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施設情報のデータ整備を行うためのデータファイルを作成します。「新規作成」をタップしデータ
名を入力します。

①「施設データ」の「新規作成」をタップ ②データ名を入力 ②-1　データ名を入力

②-2　「追加」ボタンをタップ

この画面が、データ整備を行う際の
基本画面となります。



3.1.2. データ追加
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「データ追加」は、施設の場所と属性情報（名称やトイレ情報など施設の整備状況）の入力を行い
ます。

①「データ追加」をタップ ②データの入力

②-1　地図上で、調査対象と
なる施設上をタップ。

②-2　リンクの属性情報は、自由
記述とプルダウンメニュー
から選択して入力。

②-3　入力の後「確定す 
         る」ボタンをタッ
         プし、「データ追
         加」操作を終了。

① 「データ追
加」ボタン
をタップ。

※

※入力データを保存する場合、別途「データ保存」操作を行う必要があります。（参照：3.1.5. データ保存）



3.1.3. 図形修正
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「図形修正」は、既入力の施設の位置を移動する。または、不要な施設を2回タップして削除する
機能です。

①「図形修正」をタップ ②図形の修正

②-1　施設の移動 ②-2　施設の削除

① 「図形修
正」ボタン
をタップ。

※

②-3　「確定する」ボ
　　　タンをタップし、
　　　「図形修正」操
　　　作を終了。

※

タップした施設を
ドラッグすること
で移動

移動する施設を
タップ

削除するリンクを
2回タップ

タップした施設が
削除されます

※入力データを保存する場合、別途「データ保存」操作を行う必要があります。（参照：3.1.5. データ保存）



3.1.4. 属性編集
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「属性編集」は、既入力の施設情報を修正する機能です。

①「属性編集」をタップ ②属性情報の編集

②-1　属性情報を変更したい施
設をタップ（選択）。

②-2　施設の属性情報は、プルダウ
　　　 ンメニューから選択して入力。

②-3　入力の後「確定する」ボ
タンをタップし、「デー
タ追加」操作を終了。

① 「属性編
集」ボタン
をタップ。

※

※入力データを保存する場合、別途「データ保存」操作を行う必要があります。（参照：3.1.5. データ保存）



3.1.5. データ保存
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① 「データ保
存」ボタン
をタップ。

③ 「保存」ボタ
ンをタップし
保存終了。

データ追加、図形修正、属性編集をした後、「データ保存」をします。

② 必要事項を
入力。

「他のユーザの更新」にチェックを入れて保存すると、他のユーザでも保
存したデータについて編集ができるようになります。

※複数のユーザにより、同じデータについて編集し保存した場合、最後に
保存した内容が、最終のデータとしてデータベースに登録されます。複
数ユーザで編集を行う場合、ご注意ください。

! ゲストユーザーは本機能
をご利用いただけません



3.1.6. データ更新
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② 緑で表示されているデー
タについて、「+」を
タップし下記のメニュー
を表示し、「更新」ボタ
ンをタップ。 ③ 「データ追加」、

「図形編集」、「属
性編集」を行う。

保存済みデータの更新を行う場合、「トップ」画面から対象データを選択の上、更新のための操作
を行います。

! ゲストユーザーは本機能
をご利用いただけません

① 「施設データ」の「閲覧表示」
をタップ。
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3.2. データ閲覧



3.2.1. データ閲覧
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トップ画面で、既入力の施設情報を確認します。

② 属性情報を参照したいデータファイルを
選択。選択すると緑色になり、図形も緑
色になる。

橙色は、図上表示されているが属性情報
の参照は不可。灰色は、非表示。

③ 属性情報を見たい施設を選択。

 選択した施設の図形は赤丸になる。

④ 選択した図形の
属性情報が表示。

① 「施設データ」の「閲覧表示」
を選択。
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トップ画面で、既入力のリンク、ノードを属性情報別に色付け表示します。

3.2.2. 色付けによるデータ閲覧

② 緑で表示されているデー
タについて、「+」を
タップし下記のメニュー
を表示し、「色分け表
示」から任意の属性情報
を選択。

① 「施設データ」の「閲
覧表示」をタップ。
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3.3. エクスポート、インポート



3.3.1. エクスポート

32

データ整備ツールで作成した施設データを、CSV、GeoJSON、Shapefileいずれかの形式でエクス
ポートします。

① 「施設データ」の閲
覧表示をタップ。

② 「+」をタップし下記のメニューを表示
し、「エクスポート」ボタンをタップ。

③ 出力するフォーマット形式
を選択。

! ゲストユーザーは本機能
をご利用いただけません



3.3.2. インポート
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CSV、GeoJSON、Shapefile形式のデータをデータ整備ツールにインポートします。

② インポートするデータの
フォーマットを選択し、
「ファイルを選択」をタップ。

③ 読込むファイルを設定し
て「読み込み」をタップ。

① 「施設データ」の「インポートファイル」を選択 ②データ名の編集

④ 「データ名」に読込むファイ
ルのデータ名等を入力し、
「インポート」をタップ。

※インポートは、「データ形式」に記載してある定義に
   合わせて作成したデータを対象としています。

! ゲストユーザーは本機能
をご利用いただけません

① 「インポート」をタップ。


